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’
垂

も参加!地域の防災訓練 （ 6InW同邑 (目次）

排気ガス規制の内容

（大気汚染を考える） ……2～3

飯能市との関係(中山氏）……“･4

小山ダム”………………………. ､5

女性の人権ホットライン………6

薬剤師さんのアドバイス………8

図書館だより……………………9

情報宅配便。お知らせ……10～11

読者情報・スポーツ………12～13

まちの話題(まちづくり調詮）…14～15

ファインダーの向こう…………16

10月5日(日)向洋台団地自治会

が主催した自主防災訓練が、団地

内の児菫公園で行われました。内

容は震度6弱の地震発生を想定し

た実践的なもので、消防署や地元

の消防分団などの指導協力を得て

行う避難言|| |練、バケツリレーによ

る消火や応急手当の訓練などです。

毎年200人以上が参加して行われ、

いざという時の心構えや各個人が

担う具体的な役割と行動を、地域

ぐるみで再確認しています。
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東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
の
一
都
三
県
で
、
’
○
月
一
日
か
ら

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
走
行
規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
車
登
録
か
ら
七
年

を
超
え
た
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
§
排
ガ
ス
浄
化

装
置
を
付
け
な
い
限
り
首
都
圏
を
走
行
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
車
も
含
め
、
二
○
○
五
年
か
ら
は
世
界
最
高
水
準
で
厳
し

く
な
る
と
い
わ
れ
る
「
国
の
排
ガ
ス
規
制
」
な
ど
を
検
証
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び

こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
し
た
特
殊
自
動
車
（
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
、
清
掃
車
、
冷
蔵
冷
凍
車
な
ど
）

で
、
自
家
用
・
業
務
用
を
問
い
ま
せ
ん
。

一
般
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
乗
用
車
は
対
象
外
で
す
。

一
○
月
一
日
以
降
、
条
例
で
定
め
ら
れ
た
Ｐ

Ｍ
排
出
基
準
に
適
合
し
な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は

首
都
圏
（
一
都
三
県
）
を
走
行
で
き
ま
せ
ん

（
た
だ
し
、
新
車
登
録
か
ら
七
年
間
は
規
制
適
用

が
猶
予
さ
れ
ま
す
）
。
不
適
合
車
は
、
酸
化
触
媒

付
き
の
最
新
の
規
制
適
合
車
や
低
公
害
車
に
買

い
替
え
る
か
、
指
定
さ
れ
た
粒
子
状
物
質
を
減

少
さ
せ
る
Ｄ
Ｐ
Ｆ
を
装
着
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
違
反
車
の
運
行
責
任
者
が
運
行
禁
止
命
令

に
従
わ
な
い
場
合
は
、
条
例
に
よ
っ
て
五
○
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

｜
Ｆ
都
逗
嗅
切
口
応
忠
？
□
叩
■
Ⅱ
”

デ
訂
祁
ゼ
ル
車
排
ガ
ズ
規
制

ｰ

①
Ｎ
Ｏ
Ｘ
、
②
Ｐ
Ｍ
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
み
）
、

③
Ｈ
Ｃ
、
④
Ｃ
Ｏ
。

昨
年
一
○
月
に
施
行
さ
れ
た
「
自
動
車
Ｎ
Ｏ

Ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）
・
Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）
法
」
。

こ
れ
は
、
排
ガ
ス
の
多
い
車
の
使
用
を
や
め
さ

せ
、
低
公
害
車
へ
の
切
替
え
を
促
す
法
律
で
、

ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
健
康
障
害
の
原
因
物
質
と
い

わ
れ
る
Ｐ
Ｍ
が
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

大
気
汚
染
防
止
法

こ
れ
に
対
し
「
短
期
規
制
」
「
長
期
規
制
」
と

呼
ば
れ
る
規
制
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ

く
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
発
売
さ
れ
る
新
車
の
排

ガ
ス
の
有
害
物
質
（
四
種
類
）
を
規
制
す
る
も

の
で
す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
ガ
ソ
リ
ン
車
で
は

導
入
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

規
制
対
象
物
質

■新車に対する日本のデイーゼル車

排出ガス規制値の推移

粒子状物質(PM) (注)規制値は、
g/kwh 車両総重量25t超

（2005年以降は35t超）の車両

08「 Iこ対するもの

国
の
排
気
ガ
ス
規
制

Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法

0．70(短期規制）

07

94年10月～

ー

0．6

0．5

ディーゼノL磯関

ドイツの機械技師ルドルフ・ディーゼル(1858～1913)が

発明した内燃機関。空気をシリンダー内で圧縮して高温とし＄

そこへ燃料を噴射して自然に点火爆発（拡散燃焼） させ動力

を得ます6圧縮比を高くできるほか、作動ガスの熱比が高い

ため熱効率が高くガゾリンエンジンに比べて同じ仕事量で

も二酸化炭素の排出量が少ない利点があります。

しかし､i拡散燃焼のため混合気が均一にはならず、 PM･

HC･NOxが大量に発生しやすい欠点があります。また燃

料に残留する硫黄が原因の硫黄酸化物も排気ガス中に含まれ

ています。排気ガスに有効に作用する触媒の実用化が、 ヨー

ロッパに比べ遅れていたことなどにより、大気汚染の原因の

一つとして問題視されてきました。

0.4

0.3

0．25(長期規制）

0．2

01

0027(新長期規制）一
00
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1 ■

餡 「大気汚染防止法」
■

:： ■新短期と新長期規制の比較

■ロ■■

新日本加工紙㈱が
進出断念

NK跡地問題

旧日本加工製紙（株）跡地に

進出を希望していたリサイクル

会社「新日本加工紙（株)」の

代表取締役が、 10月221三| (水)に

市役所を訪ｵ1，進出を断念する

意向を正式に伝えてきました。

この結果、 同社の進出の是非を

市民に問う 「住民投票」も、行

われないことになりました。

1 (濡鯛) |削減率
可

」

トラック

1.7ﾄﾝ以下

バス

PMO.052

NOx0.29

0.0139/km

0.149/km

％
％
５
０
７
５

0.0159/km

0.259/km

６
９
０
４
０
ＱＸ

Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ｎ下

超
以
ン
ン

卜
卜
７
５
１
３

75％

49％

箪篭3.5ﾄﾝ超 PM O.18 0.0279/kwh

NOx3､38 2.09/kwmh

85％

41％ 国の産業を支えてきたディー

ゼルエンジンも、環境への配

慮が必要になりました。
$ g/km=走行1km当たりの排出量(9)
u: g/kwm=エンジンの回転量1kWh当たりの排出量(9)

「
新
短
期
規
制
」
は
二
○
○
○
年
一
○
月
か

ら
ガ
ソ
リ
ン
車
、
続
い
て
昨
年
一
○
月
か
ら
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
新
長
期
規
制
」
は
二
○
○
五
年
一
○
月
か

ら
導
入
さ
れ
、
す
べ
て
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
、

一
年
遅
れ
の
二
○
○
六
年
導
入
と
な
る
「
軽
ト

ラ
ッ
ク
」
を
除
い
た
ガ
ソ
リ
ン
車
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
（
上
記
比
較
表
参
照
）

第
七
Ⅱ
次
答
Ⅱ
申

そ
し
て
今
年
七
月
末
に
出
た
中
央
環
境
審
議

会
（
環
境
相
の
諮
問
機
関
）
の
答
申
「
自
動
車

排
出
ガ
ス
低
減
対
策
に
関
す
る
第
七
次
答
申
」

で
は
、
「
軽
油
の
低
硫
黄
化
対
策
」
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
規
制
の
導
入
時
期
は
今
の
と
こ

ろ
未
定
で
す
が
、
二
○
○
七
年
か
ら
二
○
○
八

年
ご
ろ
に
導
入
さ
れ
れ
ば
、
軽
油
に
含
ま
れ
る

硫
黄
濃
度
を
現
在
の
五
分
の
一
の
一
○
川
に
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

も
と
も
と
排
ガ
ス
中
の
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化

物
）
と
Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）
の
同
時
削
減
は

そ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
う
え
で
同
時
削
減
が

至
難
の
技
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
は
い
わ
ば
エ
ン
ジ
ン
か
ら
出
る
燃
え
カ

ス
の
よ
う
な
も
の
で
、
高
温
に
よ
る
完
全
燃
焼

の
度
合
い
を
高
め
る
事
で
削
減
す
る
事
が
可
能
。

一
方
Ｎ
Ｏ
Ｘ
は
、
燃
焼
性
を
高
め
れ
ば
高
め

る
ほ
ど
、
エ
ン
ジ
ン
内
に
送
り
込
ま
れ
る
空
気

の
窒
素
と
酸
素
の
反
応
が
促
進
さ
れ
排
出
量
が

増
え
る
た
め
、
こ
れ
を
低
減
す
る
た
め
に
は
エ

ン
ジ
ン
の
燃
焼
性
・
燃
焼
温
度
を
下
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
Ｎ
Ｏ
Ｘ
と
Ｐ
Ｍ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

難
し
い
同
時
削
減

ー

一
方
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り

も
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
二
～
三
割
少
な
い

の
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
い
う
点
で
は
貢
献

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
燃
料
効
率
で
も
デ
ィ
ー

ゼ
ル
の
優
位
性
は
動
か
ず
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は

燃
費
性
能
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
乗
用
車
に
占
め
る
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
比
率
が
六
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
そ
の
も
の
の
耐
久
性
に
つ

い
て
も
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
三
○
万
か
ら
一
○
○

万
キ
ロ
走
行
で
き
る
程
度
の
耐
久
性
を
持
つ
の

に
対
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
車
は
一
○
万
か
ら
三
○

万
キ
ロ
程
度
で
、
総
合
的
な
経
済
性
の
差
は
ま

だ
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

の
削
減
に
は
全
く
正
反
対
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
、
さ
ら
に
削
減
の
規
制
値
が
高
い
ほ

ど
対
策
の
両
立
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

各
メ
ー
カ
ー
は
次
の
三
つ
の
技
術
を
複
合
的

に
使
っ
て
「
新
短
期
規
制
値
」
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
コ
モ
ン
レ
ー
ル
電
子
制
御
で
エ
ン
ジ
ン
内

の
燃
焼
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
装
置
。

○
ク
ー
ル
ド
Ｅ
Ｇ
Ｒ
排
ガ
ス
を
再
循
環
さ
せ

て
酸
素
濃
度
を
下
げ
る
事
で
Ｎ
Ｏ
ｘ
を
低
減
。

そ
の
再
循
環
パ
イ
プ
に
冷
却
装
置
を
配
置
し

燃
焼
温
度
を
下
げ
る
事
で
、
よ
り
一
層
の
低

減
が
可
能
。

○
Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
下
記
参
照
）
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
経
済
的

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

今
後
の
技
術
的
対
策

ー

I■■'■■■!■■■■■■■】■■■{■■■■■■■■■!■■■■!■■■1ロ■■Ⅱ■

F1■■■■■■■!■■ロ■■■!･■■■，■■■!･■ロ】･ロロ!｡■■■■■■!･■■!･■画■■■!■■■■■■，ﾛ ，ﾛ■d

酸化触胴
ロ.!■.■■■■■!■■■0■■■再■■■!■!■■!■■■,■卸■■､■■!■■!■■ロ■■!■■■■■■!■■!■■■■■■,■■

白金などの触媒による酸化作用でPMを減少させ

る装置。 PMの減少率はDPFより低いものの、H

CおよびC○を大幅に減少させ、排気ガス臭を低減

させます。消音室を備えたマフラー一体構造のため、

標準装備のマフラーと交換するだけでよく、改造申

請も不要です。装着後のメンテナンスも一切不要で、

腐食性に優れたステンレス製であるため、鉄製マフ

ラーを使用している車では交換後の寿命がむしろ長

くなり、価格面でも30万円程度で導入できるメリヅ

トがあります。

D P F
p．,■■■■!■■■!■■■!■■■!■■■!■I■■■!■■■!■■■■■．,．．．■．■,．,．．‘．．．O■■■!■■■■!■■ユ

ディーゼル・パティキュレート・フィルターの略。

ディーゼルエンジン排出ガスに含まれるPMや黒煙

をフィルターで捕集して除去する装置。二つのフィ

ルターで構成され、一方のフィルターでPMや黒煙

を捕集し、たまった場合にはフィルターを切り替え、

燃焼ヒーターでススを焼却処理することで除去能力

を維持するシステム。高価なものでは100万円以上

となり、小型トラック用でも30万円になるほか、走

行条件によってはPMや黒煙を完全燃焼できないた

め、定期的な清掃作業が必要になります。

Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）

除
去
装
置

3
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中
山
氏
の
先
祖
は
、
鎌
倉
時
代

の
武
士
で
源
頼
朝
の
家
来
、
加
治

氏
で
、
そ
の
子
孫
が
後
に
現
在
の

飯
能
市
中
山
に
移
り
、
「
中
山
」

姓
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
天
下
統
一
の
と
き
、

北
条
氏
の
関
東
の
拠
点
で
あ
っ
た

小
田
原
城
の
支
城
で
あ
る
八
王
子

城
に
総
攻
撃
が
仕
掛
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
八
王
子
城
を
最
後
ま
で

守
り
、
勇
壮
な
最
期
を
と
げ
た
の

い
え
の
り

が
中
山
家
範
で
し
た
．
そ
の
素
晴

ら
し
い
武
勇
を
聞
い
た
徳
川
家
康

は
、
家
範
の
二
人
の
子
ど
も
で
あ

て
る
も
り
の
ぶ
よ
し

る
中
山
照
守
と
信
吉
を
召
し
抱
え
、

徳
川
家
家
臣
と
し
ま
し
た
．

｜
月
一
日
一
土
一
飯
能
市
の
市
制
施

行
五
十
周
年
式
典
に
お
い
て
友
好

都
市
の
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
．
飯

能
出
身
の
武
士
、
中
山
氏
が
縁
で
あ

る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す

が
、
そ
の
始
ま
り
は
遠
く
戦
国
時
代

末
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

信
吉
が
松
岡
中
山
氏
の
祖

高
萩
市
と
埼
玉
県
飯
能
市
が
、
十

ヒ
ヒ

ム
ロ
同

宝
丁

＄

江
戸
時
代
、
竜
子
山
城
を
松
岡

城
と
改
称
し
、
城
の
整
備
を
お
こ

な
っ
た
戸
沢
政
盛
は
幕
府
の
出
羽

方
面
大
名
統
制
の
強
化
策
の
た
め

同
国
へ
配
置
替
え
と
な
り
ま
し
た
．

そ
の
後
松
岡
の
領
地
は
水
戸
藩
に

長
男
照
守
は
家
康
の
子
、
秀
忠

に
仕
え
、
後
に
二
千
五
百
石
の

た
い
し
ん
は
た
も
と

大
身
旗
本
と
な
り
ま
し
た
。
寛
永

十
一
年
に
亡
く
な
り
飯
能
市
の
能

仁
寺
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
．
二
男

信
吉
は
伏
見
城
中
で
賊
を
捕
ら
え

す
ん
ぷ

た
り
、
駿
府
城
火
災
の
時
に
、
家

よ
り
ふ
さ

康
の
第
十
一
子
頼
房
を
助
け
出
す
ふ
や
く

な
ど
の
働
き
を
し
、
頼
房
の
傅
役

（
幼
君
を
養
育
し
補
佐
す
る
役
）

を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
頼
房

を
初
代
藩
主
と
し
て
水
戸
藩
が
創

つ
け
が
ろ
う

設
さ
れ
る
と
、
水
戸
家
附
家
老
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
戸
藩
の
二

代
目
藩
主
を
決
め
る
際
に
、
当
時

み
つ
ぐ
に

ま
だ
六
歳
で
あ
っ
た
光
圀
（
水
戸

黄
門
）
を
推
挙
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
．

高
萩
（
松
岡
城
）
と
中
山
氏

､

$ IL〆

引
き
継
が
れ
、
中
山
信
吉
の
子
で

の
ぶ
ま
さ

あ
る
信
正
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

中
山
家
は
水
戸
家
の
家
臣
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
が
、
そ
の

石
高
は
二
万
石
で
、
幕
府
か
ら
譜

代
大
名
に
準
ず
る
待
遇
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
と

し
て
は
大
名
と
同
一
視
さ
れ
る
よ

う
な
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

の
ぶ
は
る
の
ぶ
ゆ
き
の
ぶ
な
り

信
正
以
降
、
信
治
、
信
行
、
信
成

と
松
岡
城
を
居
所
と
し
て
い
ま
し

の
ぶ
と
し

た
が
、
宝
永
四
年
、
六
代
目
信
敏

の
と
き
に
太
田
〈
常
陸
太
田
市
）
に

ち
ぎ
よ
う

知
行
替
え
《
所
領
が
移
る
こ
と
）
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
約
百
年
間

に
わ
た
っ
て
中
山
氏
と
高
萩
の
関

係
は
途
絶
え
ま
す
が
、
十
代
目

の
ぷ
た
か

信
敬
の
代
に
再
び
松
岡
に
知
行
替

え
と
な
り
ま
す
．
信
敬
は
、
か
つ

て
信
正
が
与
え
ら
れ
た
旧
松
岡
城

地
に
館
を
作
り
、
新
た
な
別
高
知

行
地
を
松
岡
附
と
名
付
け
ま
し
た
。

の
ぶ
あ
き

そ
の
後
十
四
代
目
信
徴
は
松
岡

藩
の
藩
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
や

が
て
版
籍
奉
還
と
な
り
、
廃
藩
置

県
を
迎
え
ま
す
．
松
岡
藩
は
松
岡

県
と
な
っ
た
後
、
茨
城
県
に
統
一

※
お
詫
び
と
訂
正

市
報
川
月
号
６
ペ
ー
ジ
掲
載
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
「
の
う

じ
ん
じ
」
↓
「
の
う
に
ん
じ
」

さ
れ
ま
し
た
。

’
五
九
○
年
（
天
正
昭
）
八
王
子
城
が
前
田
利
家
、
上
杉
景
勝
の
連
合
軍
に

攻
め
ら
れ
て
落
城
．
中
山
家
範
が
討
ち
死
に
す
る
。

徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
入
る
。
中
山
家
範
の
子
、

照
守
と
信
吉
が
家
康
に
見
出
さ
れ
て
、
徳
川
家
に

仕
官
す
る
．

一
六
○
三
年
（
慶
長
８
）
家
康
が
征
夷
大
将
軍
と
な
る
．
家
康
の
居
城
伏
見

城
で
中
山
信
吉
が
賊
を
捕
ら
え
る
。

’
六
○
七
年
（
慶
長
岨
）
駿
府
城
火
災
の
時
、
信
吉
が
家
康
の
子
頼
房
を
助

け
出
す
．
家
康
の
命
に
よ
り
信
吉
が
頼
房
の
傅
役

と
な
る
。

一
六
○
九
年
（
慶
長
Ⅲ
）
信
吉
が
水
戸
藩
、
徳
川
頼
房
の
附
家
老
と
な
る
．

一
六
二
八
年
（
寛
永
５
）
信
吉
の
子
信
正
が
父
に
代
わ
っ
て
、
水
戸
藩
の
政

務
に
あ
た
る
。

一
六
三
三
年
（
寛
永
Ⅲ
）
頼
房
の
お
世
継
ぎ
に
つ
き
、
信
吉
は
徳
川
光
圀
（
水

戸
黄
門
）
を
推
挙
す
る
．

一
六
四
六
年
（
正
保
３
）
信
正
が
松
岡
領
主
と
な
る
．
以
後
信
治
、
信
行
、

信
成
が
松
岡
領
を
統
治
す
る
。

’
七
○
七
年
（
宝
永
４
）
中
山
信
敏
の
時
、
常
陸
太
田
へ
知
行
替
え
と
な
る
．

’
八
○
三
年
（
享
和
３
）
中
山
信
敬
の
時
、
再
び
松
岡
に
復
帰
し
、
松
岡
領

主
と
な
る
。

一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
中
山
信
徴
の
時
、
版
籍
奉
還
に
よ
り
水
戸
藩
か
ら

松
岡
藩
と
し
て
独
立
．

’
八
七
一
年
（
明
治
４
）
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
松
岡
藩
は
松
岡
県
と
な
る
が
、

同
年
の
十
一
月
に
茨
城
県
に
統
一
さ
れ
た
．

中
山
家
当
主
は
松
岡
歴
代
領
主

の
ぷ
よ
し
の
ぷ
ま
さ
の
ぷ
は
る
の
ぶ
ゆ
き
の
ぶ
な
り
め
ぶ
と
し

①
信
吉
②
信
正
③
信
治
ｌ
④
信
行
ｌ
⑤
信
成
⑥
信
敏
ｌ

の
ぶ
ゆ
き
の
ぶ
ま
さ
ま
さ
の
ぷ
の
ぶ
た
か
の
ぷ
も
と
の
ぶ
も
仰
ぎ

⑦
信
順
⑧
信
昌
ｌ
⑨
政
信
ｌ
⑩
信
敬
ｌ
⑪
信
情
⑫
信
守
ｌ

の
ぶ
シ
み
”
ぷ
あ
き
の
ぷ
ざ
ね
の
ぶ
つ
わ

⑬
信
宝
ｌ
⑭
信
徴
ｌ
⑮
信
實
⑯
信
常

※
中
山
氏
の
松
岡
地
方
統
治
は
一
二
九
年
間

ー

中
山
氏
（
松
岡
城
）
関
係
年
表

晒l
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